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　  　同万法に よつ て 本格 ブ ラ ン デ ーに 対す る検索を行い ，2 ，3 の 成分の 量的相違 を除 い て は 粕 ブ ラ ン デ ーと
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わ さ び の 利 用 に 関 す る 研 究 （第 7 報 ）

わ さび ペ ノン オ キ シ ダ ーゼ の 吸収 ス ペ ク ト ノレ に つ い て

ノ亅、 島 操　　（静 岡 薬 科 大 学）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 緒 　　　　　言

　 ペ ル オ キ シ ダーゼ の 単離精製 に つ い て は ，
WiLLSTATTER ＆ STOLLI ），　THEORELL2 ），　KEILIN ＆ HARTREE9 ）

，

JERMYN ＆ THoMAs ‘）氏等が Horseradish の 根茎 か ら行 い ，　 KENToN ＆ MANN5 ）
氏 は比較的簡単な 方 法で 結晶

化 に 成功して い る．我国で は 山崎氏6）は蕪か ら，森田氏 7）は 大根か ら， 前記 KENTON ＆ MANN の 方法 を適用 し

て 夫 々 結晶化し，種 々 の 研究を行つ て い る，之等 の 報告に よれば ， 吸収 ス ペ ク トル ， 電気泳動等か ら見 て，少 く

と も 2種 の 異つ た ペ ル オ キ シ ダ ーゼ が 存 在 して い る，

　 わ さび の ペ ル オ キ シ ダ ーゼ の 多種性 に つ い て の 報告は 未だ見当 らな い 故，著者 は わ さび よ りペ ル オ キ シ ダーゼ

の 単離精製を こ こ ろ み ， 吸収す ペ ク トル に よ り多種性 を検討 した 結果 1 種の 衡 レオ キ シ ダーゼ を得た の で報告す

る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 翼　験 　 の 　部

　〔1〕　わ さび ペ ル オ キ シ ダーゼ の単離 精製

　森田氏 の BrQad 　Bean　Peroxidase の 単離精製法
8）に 準拠 し て次 の 如 く行つ た，

　 試 料
・・…・静 岡県 伊豆 産 わ さ び 根茎 を水洗 し た 後 ， 卸 し金 で す り卸 し た もの

　単離精製法……前記 森 田氏 の 報文を 参照 し て Fig．1 の 如 く行つ た．

　実験方 法……
精製 の 各段階 の もの に つ い て ，前報

9） と同様，近 藤，森田の 方法に 準 じ て，ベ ル オ キ シ ダ ーゼ カ

を 比 色 定 量 し ， 全 液 の 酵素 量 をG ・U ・に て 表わ し た ．こ の 場合反応液 に 用 い る緩衝液 は MCILVAINE 　pH 　5．0を用

い た．

　吸収 ス ペ ク トル は 島津製 Model　DU 　BECKMAN 　Spectrophotometerに よ り，　 lcm 　Silica　cell を 用い て，紫

外部近 紫外部及び 可 視部 の そ れ を測定 し た．

　（iP　精製ペ ル オ キ シ ダーゼ漢の 吸収ス ペ ク トル
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　前記 Fig．1 に 示 し た

M ／25Na2HPO4 液IC溶

解し た 精製 ペ ル オ キ シ ダ

＿ゼ 液 b （Per．・b） 及 び

ペ ル オ キ シ ダ ーゼ 液 d

（Per．づ ），　M112 ．5　Na2r

HPO4 液 に溶解 した ベ ル

オ キ シ ダーゼ 液 a （Per．一

Table　l．　 Absorption　maxima 　of 　peroxidase

Peroxidase lAb即 1

ぞ謂
axim “ mi

　 W ・・ker

Japanese　Horseradish　perexicase　 a

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 b

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 d

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 e

Horserad 三sh 　 peroxidase　II

275
，　402 ，　530

，　610

275
，　398

，　500
，　625

279，　4〔〕3，　500，　630

279
，　404 ，　53〔〕

，　620

270，　402，　500
，　640

AuthorAuthorAuthorAuthorTHEOREnt

a ）及 び ペ ル オ キ シ ダ ーゼ 液 e

（Per．t ）の 吸収 ス ペ ク トル は Fig．

2 に 示す如 くで ある．縦軸に は 吸

光度 ， 横軸 に は 波長 を取 り，左 の

部分は 近紫外部 と可視部，右 の 部

分は紫外部 の 吸収 ス ベ ク トル で あ　　　 〔｝．IO
b ， 両者の 吸光度が 非常に異な る

渤 閹 盛嬢 え て画 い r．．　 vaれ 　9
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 5噛
の ペ ル オ キ シ ダ ーゼ 液 に 於 て も　 　 9
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 5

’
280m μ附迄に 於 ける吸光度が非常　　 vO ．05

に大 で あ り，
400m μ 附近 に於け る

吸光度に 比 して 5 〜10倍に な つ て

い る こ とは 随拌蛋白に 起因し，精

製が良 くな い の か ， 夂本来の 性質

で あ るの か は，之 の 実験の み に よ

つ て 結論づ け る こ と は 出来 ない ．

　吸 収極大の 波長 は Tab・1 に 示す 如く，

ク トル を示 し た．

Fig．2・　Absorption　spectra 　 of 　Japanese　horseradish　peroxidase

　 　 600　　　　　 500　　　　　 400
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THEORELL に よ る Horseradish　peroxidase　IIに 何 れ も相似 た ス ペ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　　　　約

　わ さび根茎 よ りペ ル オ キ シ ダー
ゼ を単離精製し，紫外部及び可視部 の 吸収 ス ペ ク トル を測定 した結果，THE （F

RELL の Horseradish　Peroxidase　II に 相似 た 吸収 を示 した．

　終 りに 臨 み ， 御指 導並 び に 御校閲 を 賜わつ た 大阪大学照 井教授，寺 本 教授 及 び 本学小沢教授 ， 試料 を 御提 供 下

さつ た 静岡県林業試験場築地録太郎氏 に 深 甚 な る謝 意 を表 す る．
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